
B R A I N R o a d  株式会社 ｜ 組織向けプログラム

戦略を作る時代から、

“実行できる組織”を作る時代

へ。
脳の仕組みに基づく、“実行継続型”組織コンサルティング

経営者・役員・人事責任者の皆さまへ

C O N F I D E N T I A L  P R O P O S A L



O P E N I N G  Q U E S T I O N

戦略は正しい。なのに、なぜ現場は変わらないのか。

? 理念やビジョンを掗00げても、現場までは浸透しない

? 戦略や事業計画を作っても、実行されずに終わる

? 研修を実施しても、行動が変わらない

? 良い人材はいるはずなのに、力が発揮されていない

もしこれらに心当たりがあるなら、それは社員の問題ではなく、「仕組み」の問題かもしれません。
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C O M M O N  C H A L L E N G E S

多くの企業に共通する、実行を止める要因

1 理念・方針が現場まで浸透しにくい 2 戦略や計画が実行に結びつきにくい

3 研修の内容が日常の行動につながりにくい 4 社員の強み・適性の把握に個人差がある

5 育成の仕方が管理者によって異なる 6 適材適所の判断が経験や感覚に頃りがち

7 部署間の連携が弱くなりやすい 8 会議で決めたことが継続しにくい

これらは、社員に問題があるのではなく、社員の力を活かす「仕組み」が整っていないことで起こります。
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5  R E A S O N S

完璧な戦略があっても、組織が動かない５つの理由

1

組織のベクトル不一致

古参・中堅・新メンバーで価値観が異なる

2

世代・時代による構造変化

時代の変化に組織運用が追いついていない

3

管理職のマネジメント差

指導の質にばらつきが生まれやすい

4

社員能力のミスマッチ

強み・脳の使い方と業務内容が噪み合っていない

5

組織拡大による連携不足

経営・管理・現場間で情報が分断される

これらの組織問題は「戦略」の問題ではなく、「人の思考（脳）」の問題です。
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B A S I C  S T R U C T U R E

組織を駆動させる、３つの階層

①理念の部（Vision）

判断と行動の土台。なぜ存在するのか？

②経済の部（Strategy）

環境把握、事業計画、KPI。どう実現するのか？

③ BRAINRoad領域（実行できる脳の仕組み）

脳の仕組み理解、感情・動機設計、行動習慣化の設計。どう継続するのか？

理念が「軸」、戦略は「設計図」、そして実行できる脳の仕組みが「エンジン」となります。
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W H A T  I S  B R A I N R O A D

BRAINRoadプログラムとは

脳科学の知見をもとに、「戦略を実行し続けられる組織」をつくる、統合型の組織開発プログラムです。

一般的な企業のアプローチ BRAINRoadプログラム

アプローチの焦点 戦略・事業計画・KPIの策定 理念・戦略を実行する「脳と仕組み」の構築

実行の原動力 個人の意志力・モチベーション依存 脳科学に基づいた行動の習慣化と神経回路の強化

失敗の根本原因 「知っている」が「やり切れない」 脳の使い方のズレを修正し、自走する組織へ

最終的な成果 一過性の成果・継続しない 行動の継続による持続的な組織成長と文化の定着

「人を変えようとする経営」から、「脳の仕組みを活かす経営」へ。
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W H A T  M A K E S  U S  D I F F E R E N T

一般的な研修・診断との違い

一般的なアプローチ BRAINRoadのアプローチ

診断 診断結果を知って終わる
診断結果を人材育成・適材適所・チーム編成・戦略実行へ
活用

研修 知識を学んで終わる 学習内容を９０日単位の行動へ変換し、PDCAで継続

コンサルティング 経営者や幹部へ戦略を提案する
社員の特性と行動まで含め、戦略を実行できる組織づくり
を支援

診断・育成・チーム編成・戦略実行までを一貫して支援することが特徴です。07 BRAINRoad株式会社 · 組織向けプログラム



O V E R A L L  F L O W

プログラム全体の流れ

1

現在地を知る（脳候向性診断テ
スト）

→

2

社員の強み・思考傾向を可視化

→

3

会社の目的地を設定（半年後・
１年後・３年後）

→

4

SWOT戦略チームを編成

5

戦略を具体的な行動へ変換（ナ
インマトリックス）

→

6

PDCA実行チームで継続

→

7

成果レビュー・再分析・改善

→

8

戦略を実行し続けられる組織へ

↓
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並行して脳の仕組みを理解するマインドアップグレード講座を導入することが特徴です。



S T E P  1  — D I A G N O S I S

脳候向性診断テスト｜社員一人ひとりの「現在地」を知る

社員一人ひとりの思考傾向、情報処理特性、強み、コミュニケーション傾向を可視化する診断です。人の優劣を決めるものではなく、本

人と組織が「今の自分」を理解し、強みを活かすための出発点です。

主な分析領域（平易な言葉で）

✓ 情報処理のスタイル 分析的に考えるか、直感で捉えるかという傾向

✓ 左脳・右脳、前脳・後脳の使い方の傾向 思考と行動のパターンを把握

✓ 感情の動き方、ストレスへの反応傾向 心の動きを知り、コンディションを整える

✓ 対人関係・コミュニケーションの傾向 チーム内での適応や役割を検討する手がかり

※診断は医療的な検査ではなく、人材育成と組織運営に活用する参考情報です。
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S T E P  2  — S T R A T E G I C  M A P

診断結果を、適材適所へつなげる

S 強みを活かす

分析型（分析脳）

業務改善・データ分析

O 機会をつかむ

コンセプト型（発想脳）

新規事業・アイデア

W 弱みを改善する

構造型（改善脳）

効率化・体制立て直し

T 脅威を乗り越える

社交型（連携脳）

リスク対策・協力体制

脳の特性に合わせて、社内課題の分析と戦略を考える「頭脳（SWOTチーム）」を編成します。
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S T E P  3  — L E A R N I N G

マインドアップグレード講座｜「わかる」を「行動」に変える

脳と行動の仕組みを理解し、学びを実際の行動へ変えるための研修です。精神論ではなく、脳科学・行動科学の知見に基づいています。

01 Entryコース

神経細胞の役割と機能

情報処理と現実認識の因果関係を学ぶ

02 Startupコース

行動へ繋がる脳の働き

診断結果の分析と、感情・動機の仕
組み理解

03 Basicコース

行動を安定させる脳の仕組み

コンフォートゾーンの影響と、理想
の行動を生む回路の作り方

04 Advanceコース

神経細胞から行動の自動化モード
へのプロセス

神経可塑性（脳の可塑性）の本質。
新たな神経回路を通す

※科学的に確立されている内容を、BRAINRoad独自の活用モデルへ変換し、わかりやすくしてお伝えします。
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動画で365日24時間いつでも学べる環境を取り揃えています！



S T E P  4  — G O A L  D E S I G N

会社の目的地を定め、行動へ落とし込む

半年後・1年後・3年後、会社が目指す姿を明確にし、社員の行動を

同じ方向へそろえます。ナインマトリックスを使い、中心となる目

標と、それを実現する８つの行動領域を可視化します。

Goal Setting
②Action Plan

Metric Y Focus Area Result

会社の中心目標を囲むように、達成に必要な行動を構造化します。

箭条書きではなく、目標と戦略を構造的に整理し、新たな発見を生む構造です。12 BRAINRoad株式会社 · 組織向けプログラム

①Key Action

⑥Action Plan ③Action Plan ⑦Action Plan

④Action Plan

⑤Action Plan ⑧Action Plan



S T E P  5  — D U A L  D R I V E

「考えるチーム」と「動くチーム」をつくる

1

社内頭脳（SWOTチーム）

部署ごとに編成。脳タイプに基づき、
「何を決めるか」を戦略的に導き出す

→

2

ナインマトリックスシート

戦略を、具体的な行動計画やKPI（売上
・生産性・行動量）へ変換

→

3

行動エンジン（PDCAチーム）

権限を持つ管理者で編成。計画・実行
・検証・改善を回し、「どう継続する
か」を担う

SWOTチームが「何をするか」を考え、PDCAチームが「どのように実行し続けるか」を担う構造です。
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S T E P  6  — 9 0 - D A Y  C Y C L E

脳の可塑性を活かす、９０日の改善サイクル

1～30日

意識的な努力

新しい行動の初期形成期間

→

31～60日

変化への抵抗と向き合う時期

定着への正念場となる重要な局面

→

61～90日

無意識の自動化

行動が習慣として根づく段階

90日単位で行動が習慣化され、脳の神経回路が強化されます。「スモールウィン（小さな成功）」の積み重ねが、行動の継続を自然にしてい

きます。※ニューロプラスティシティを活用する脳科学的な新たな神経細胞（ニューロン/シナプス）を作るやり方

90日ごとの成果レビューを通じて、次の９０日へと改善をつなげます。
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B E F O R E  /  A F T E R

導入前と導入後で、何が変わるのか

導入前 導入後

–経験と感覚による人材配置 ✓特性を踏まえた適材適所

–一律の教育 ✓一人ひとりに合った育成

–戦略と現場行動の分断 ✓戦略を行動へ変換

–社員の強みが見えない ✓強みを活かし合うチーム編成

–会議で決めても続かない ✓ PDCAによる実行の継続

–個人の努力に依存 ✓組織の仕組みによる再現性

目指すのは、自分を理解している社員、目的地を共有する組織、改善を継続できる現場です。
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I M P L E M E N T A T I O N  R O A D M A P

導入ロードマップ（６か月の伴走支援）

お客様がやること

BRAINRoad株式会
社がやること

Month 1
現状把握

診断テスト実施、学習
開始

診断テスト発行、テキ
スト/動画提供

Month 2
分析

学習の継続

データ回収・個人分析
、結果レポート作成

Month 3
理解定着

理解度チェック、質疑
応答

組織分析レポート提出

Month 4
戦略チーム設計

SWOTチーム決定、ナイ
ンマトリックス作成

SWOTチーム編成案提示

Month 5
実行チーム設計

PDCAチーム決定

PDCAチーム編成案・実
務伴走計画提示

Month 6
実務開始

PDCA運用実行

定期レビュー、運用サ
ポート

知識の提供で終わらない。「実行できる組織」の土台を共につくる６か月です。
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B E Y O N D  M O N T H  7

７か月目以降の価値｜自走し、進化し続ける組織へ

1 成果の最大化・再現性 成功パターンを標準化し、全社で再現できる仕組みへ

2 新規ビジネス・価値創造 脳タイプ別のデータを活かし、顧客ニーズの深掘りと新規アイデアを具体化

3 組織能力の進化 個人の強みを活かした最適配置と、マネジメント力の強化

4 データに基づく経営 診断データ×実績による効率的な経営と課題の早期発見

5 持続的成長の基盤構築 変化に強い組織文化の定着。企業価値向上と持続的成長

得られる未来―― 成果が「一時的」ではなく「持続的」になることです。
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W H O  I S  T H I S  F O R

導入対象と活用イメージ

こんな企業におすすめします

• 経営会議・戦略立案

• 人事評価・配置転換

• 新人研修・管理職育成

• 部署間連携の強化

企業向け BRAINRoadプログラムコンサルティング

Aプラン

社員数 30名以下におすすめ

月額 330,000円（税込）

脳候向診断分析：月平均 20回

Bプラン

社員数 50名以上におすすめ

月額 550,000円（税込）

脳候向診断分析：月平均 40回

※契約期間：基本1年（最低6か月〜） ※診断テスト：1回 2,800円（税込） ※旅費交通費
等の必要経費は別途
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N E X T  S T E P

まずは、詳しい説明をお聞きください

1

お問い合わせ

→
2

ヒアリング・ご提案

→
3

ご契約

→
4

導入開始（１か月目〜）

「社員に問題があるのではなく、社員の特性を活かす仕組みが不足していただけかもしれません。
」

BRAINRoadは、その仕組みを、脳科学と実務の両面からご一緒につくっていきます。

BRAINRoad株式会社

お問い合わせ先：【要確認 担当者名・電話番号・メールアドレスをご記入ください】 https://cocomichi.jp
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